









　The author has all students of the “Overall Child-Care” class record the course contents each time to nurture their practical 
ability of child-care through the class activities. The author analyzed their records for each presentation mode to see what the 
students learned from the class activities. As a result, the author has identiﬁ ed the characteristics of each presentation mode 
and found that their experiences and consciousness were deep with actual feelings, such as contentment and presence.
岸  本  美  紀  ・  長  柄  孝  彦  ・  妹  尾  美智子  ・  本  山  益  子
鳥  居  恵  治  ・  大  岩  みちの  ・  佐  善     圭
Ⅰ．はじめに
　本校幼児教育学科で実施されている「幼児教育祭」





































































































































































ランド）」であったが、15 項目中 12 項目で一番高
い平均点であった。「フロアー劇（シアターランド）」
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①自己の存在感や充実感 3.83 3.99 3.84 3.89
②全身を使って活動に取り組む 3.84 3.92 3.74 3.83
③体を動かすことの楽しさ 3.62 3.65 3.27 3.51
④多様な感情を体験 3.82 3.89 3.66 3.79
⑤自分の力で行うことの充実感 3.92 3.86 3.81 3.86
⑥人とかかわることの楽しさ 4.03 4.21 3.96 4.07
⑦自分からかかわろうとする 3.98 4.10 3.86 3.98
⑧ものを大切にする気持ち 3.71 3.68 3.74 3.71
⑨数量などに関する興味 3.27 3.23 3.52 3.34
⑩自分の感情や考えを伝え合う 3.80 3.92 3.73 3.81
⑪豊かなイメージを持つ 3.70 3.72 3.61 3.68
⑫文字に対する興味 3.35 3.41 3.28 3.34
⑬感動を他者と共有し 3.57 3.74 3.45 3.59
⑭表現する意欲を十分に発揮 3.73 3.87 3.63 3.75
⑮特定の技能を身につけよう 3.32 3.59 3.41 3.44
平均 3.69 3.78 3.63 3.70
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⑵ 時期による平均点
　2月 9 日の ｢幼児教育祭」当日の結果が、どの項
目についても一番平均点が高いことが分かる。
　また、15 項目全ての平均点について、初回であ
る 11 月 5 日が 3.29 点と一番低く、2 月 9 日の「幼
児教育祭」当日が4.36点で一番高いことが分かった。
　平均点の推移を見ていくと、「幼児教育祭」当日
は、９回目の 2月 4日（平均 3.85 点）から 0.8 点上
昇し、一番大きな上昇値となっている。その他では、
初回11月5日から2回目の11月26日（平均3.50点）
に約 0.2 点上昇し、3回目の 12 月 3 日（平均 3.40 点）























2月 4 日（9 回目）が一番高い数値を示しているこ
とである。


























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
11月5日 11月26日 12月3日 12月10日




















































































点の ｢運動遊び（子どもランド）」では 0.48 点の差
がある。次に差が大きいのは⑨ ｢数量などに関する




































































質問項目 舞台発表 フロアー劇 運動遊び
①自己の存在感や充実感 4.52 4.67 4.63
②全身を使って活動に取り組む 4.42 4.38 4.48
③体を動かすことの楽しさ 4.49 4.55 4.49
④多様な感情を体験 4.45 4.38 4.52
⑤自分の力で行うことの充実感 4.54 4.38 4.06
⑥人とかかわることの楽しさ 4.70 4.74 4.74
⑦自分からかかわろうとする 4.53 4.52 4.57
⑧ものを大切にする気持ち 4.42 4.10 4.42
⑨数量などに関する興味 3.80 3.62 4.07
⑩自分の感情や考えを伝え合う 4.52 4.38 4.51
⑪豊かなイメージを持つ 4.32 4.05 4.48
⑫文字に対する興味 3.92 3.76 3.98
⑬感動を他者と共有し 4.48 4.38 4.32
⑭表現する意欲を十分に発揮 4.57 4.64 4.49
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